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（１）今の岸田政権は、国民の話は聞かない 

どっち向いて仕事しているんや！と言いたい。政治

の主役は国民ではないの？ 

 毎年、台風や大雨が日本を襲い、あちらこちらで

山は崩れ、橋は流され大変な被害が出ている。 

もはや年中行事と化している。被害にあった人は、

一人ひとりに困って居ることが山ほどあるのに。そ

ちらには目が向いていないようだ。 

 国のお金は国民のために使って、国民の安全を守

ってほしい。 

（２）混乱ばかりのマイナ暴走 

国民だましのマイナ。暴走してとんでもない間違い

が起きている。それでも岸田内閣は来年秋に健康保

険証を廃止すると言う。それまでには、岸田内閣は

やめてもらいましょう！国民のための政治をする政

府を作りましょう。 

（３）古い話ですが！ 公明党は「平和の党」 

かつて「平和の党」と言っていた時があったですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに亡くなられていますが、浜四津敏子さんとい

う公明党の国会議員がおられました。彼女が自民党

政権を批判していた時がありました。昔、公明党は

女性や子どもなど社会的弱者のための政治をと言っ

ていたのにと思うのです！自民党もその頃は、もう

少し国民の声を聞いていたように思います。 

今や自民党と公明党が共同して、悪い方にどんどん

進んで行っています。 

（４）穀田さん、議員引退表明なんで？ 

政治は節目が必要というけれど、国民には大変役に

たつ人。必要な人だョ と私は言いたい。 

久しぶりに会っても、いつも会っているみたいにし

ゃべってくれる人。国政でもいないと困るような人

ではないだろうか。話の内容もむつかしいことでも

わかりやすく話してくれるし、本当に大事な人なの

に！！ 

わたしたちは、まじめにまっすぐに国民のために頑

張って、平和な世の中をめざして日々の暮らしをし

ていくことだと思うのです。 
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国民の幸せのためにこそ政治がある！ 
向日市 中野猪艶 

乙訓「平和のための鐘つき」IN 光明寺 

  毎年、８月６日広島の原爆投下に合わせて、乙訓の７か寺のご協力で平和の鐘つきをしています。 

  乙訓平和委員会は、今年も長岡京市の西山浄土宗総本山光明寺の鐘つきを担当します。 

  実施日  ２０２３年８月６日（日） 午前８時～８時３０分  

  場所   長岡京市粟生 「光明寺」 鐘楼付近  

  ＊コロナ感染症対策のため、体調不良の方は遠慮ください。また、状況によっては鐘つき人数など制限する場

合もあります。 


